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　　　　　　　　　　　＜　　　　Ｉ．緒　　言・
　　被服材料は常に皮膚から‘の蒸発，発汗，汚染や大獄中の水分又は雨雪等により吸湯，吸水を行い
　更にそれを放散蒸散する作用を繰返している．この作用は被服の防暑性及防塞性に大なる影響を典
ダえるものであｊ)被服衛生学的にも重要な問題である．こ吹)織物の水蒸気透過性の婢構は通気性の場
　合の様に織物の経糸緯糸の交錯によｂ生する気孔より直接に行われる許りでなく被服材料を媒体と
　して繊維表面への吸湯，繊維内への拡散，繊維外への放散の過程を経て行われるものと思われる．
　直通気孔を通過する水蒸気量はこれを拡散に関するフィツクの定律が適用される範囲内にあると考
　えＮ＝Ｄ咎(PI－Ｐよをあてはめる場合とむしろ円筒状の物体を通過する流体と考えポブゼイ
ﾆ･‘の無則即i;Ｖ＝一器卜(PI－Pj)､の式をあてはめ１を織物の厚さと考える向もあるが何れも瞼討
の余地のあるものと思われる．然し織物に於いてはこの直通気孔より通過する水蒸気量ば大部分を
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占.め然も両面の水蒸気圧（PI－P2）の差
により影響される事炉大である事は言を
まだない．又繊維自休は外気の流度に伴
って常に之と平衡状態を保つ様吸流を行
っている．その状態は外気の低流度と高
漁度とによりややその趣を異にしてい
る．即ち，高流度の場合は漁潤した繊維
を遠心分離器配かけ刎
だといわれ，水蒸気により.均等に飽和さ
一二一温湯測定用ポツ,ト　れているｊ低漁度の場合は吸協され?こ表
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界線がみられる．然も繊維に吸湯される
水分は構成成分中の活性基に対する水和
物として存在するものと，翠に繊維表面
　　　　　　　　　　．織物サフプル　　　に吸着されるもの炉あると考えられてい
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パッキング事なく，同時に起るものと言われてい
･-w－－　ナット，　　　　　　　る．織物の透温に関しては低温度池於い
気喩製容器　’
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ては繊維を媒体として透過する猿は殆ん
ど寄呉しない事炉推察される．繊維内に
飽和した水蒸気はいわ叩).る蒸発の現象に
よって水蒸気圧の小なる方へ放散されて
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行くのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ
　以上の様な作用の総合を透温性と称しているが，実際に日常使用する織物には種･々の条件があり
又被服として利用する方法に於ても考慮を彿うべき事炉多いと考幻こので私達はこの間の声状を知
る埓市販の材料を用い簡単な測定装置により比較実験を行い着用上の汝際的考察を行つ7こので報告
する.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I.実験方法及試料’へ　　　　　　　　　　/
　.実験装置はFig.ニ1に示す通り‾定温度を保7こす埓デシケ一ターを用い鮑和温度の場合は摩に蒸
溜水を入れ乾球，温球温度計を差込みその指度とし，その他相対漁度の変化はデシケー夕－:中の硫
酸溶液の比重により変化さした．又温度調節はデシケーター内の温度炉求める温度となる様調節さ
わすこ定温器の中にこわを入れ目･的を達し7こ．吸温剤はＵ字管用塩化カルシュームを用いこれの泣及
粒子の大きさを一定し1050C 3時間乾燥後デシケー,夕一中に放冷し恒退化し用い7こ．この塩化カ
ルシー－－ムを入れ仁秤量瓶を頁鈴製ポットに入れゴムパッキｙグ２枚の翔に織物サこ／プルを均一に
張り頁銀製環でおさえボールドでしめ固定し7こ．このポットをデジケータ一中に並ベー定時間放置
後，塩化カルシュームの増量によりその透湯量を測定し肯その百分率から透漁率を算出し紅．使用
し7二試料の糸数及厚さは次の通りである．これ等の試料は何れも前処理を行い一憲表面処理剤を除
去し105°C 3時間乾燥後デシケータ一中に貯え後使用し7こ．
試　　　料（Ａ） 糸数本/rm 厚さ　mm 試　　　料（Ｂ） 糸数本/cm 厚さ一一mm
ナイロン平織
レーョンクレープ
木　綿　天　竺
羊毛モｚリン
廓　　平　　織
複化ビニーノレ
フ　イ　ノレ　ム
32×18
42〉く31
30×25
28×28
20×17
-
0.262
0.240
0.302
0.257
0.439
0.076
木　結　　i泗
　々　朱子織
　々　綾｀咆
　ク　ネノレ地
　々　　メリヤス
　々　　ちヾみ織．
18χ18
14〉(32
34×24
19×17
-
28×16
0.351
0.199
0.558
0.698
0.504
0.489
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I.実験結果及考察.
　　（1）繊維別の透湯率の変化　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　I=
　繊維材料の異なる６種の試料（前記Ａ群）を用いて相対協度i00％，温度30°Ｃで測定を行っ7こ．
時間は全24時間とし始めより５回Ｕ寺間毎に測定しすﾆ．結果ぱFig.-2に示す通りである．透湯
卒の多いのは羊毛，ナイロ'■y, ft.木綿，レーヨｙ，ビュールの順になっている．この状態は前記
緒言で述べ7二様に繊維自体のものと直通気孔によるものと両方面よりの水蒸気透過の総合とみなさ
れるので今･繊維別の比較をする意味で直通気孔の透過の影響を除いて考えてみ7こ．即ち各織物の緯
糸と経糸の直経とその糸数を測定し次の直通気孔面積を算出する式を用いそれぞれの計算を行っ
す二.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.●
　　　　　　G = 100-10 (np dp十ｎ/dﾀﾞ）十dp d/ np犬dp.
　Ｇ:直通気孔面積（ｍｍ２/ｃｍ２）ｎ/:経糸数（本/ｃｍ）ｎｐ:緯糸数（本/cm) d/:経糸直縁（ｍｍ）
　　ｄｐ：緯糸直経（ｍｍ）
　木綿の直通気孔面積を１とし各織物の比をとりその比で補正し7この炉Ｆ!g.-3である.’
　Fig.-3によれば廊炉最大の透湯率を示している．吸協性の面から見ればその量の順序は羊毛，
廊，レーヨン，木綿，ナイロンである事は既に知られているがこの場合の麻糸の糸の撚り炉甘くこ
の集合により生する不定形気孔が含気性的な気孔の状態を示さすむしろ直通気孔的性質をなしてい
る埓，又はセルローズ分子配列の粗雑の場放湯速度炉早いものと推察される．レーヨンは緯糸に強
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３
く撚りがかかり所謂ク・レープ状を,なしている焉繊維自体の吸協力に更に織り方の利がｶ11わり吸協能
力を大にし又放協に関してはクレープの凹凸がその蒸発面積を大にし透漁能力を高めすこものと思わ
れる．羊毛，木綿，ナイロ‘ンは織り方，厚さともによく似fこものであるが，これの順序が大体吸潟
力と一致している．これは吸協によつて生する水蒸気圧の差が大となる埓繊維外への放協をうなが
すものと思われる．結局透協力には吸協力炉大いに関係するものと思われる炉更に放漁ﾌﾟJの大であ
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Fig.- 2繊維別の透倍率の変化
　　　　　　　(100％30°Ｃ)
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Fig.-3　直通気孔面積の比で補正しすこもの
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る条件又は性質がそれよりも影響が大である事が推察される. Fig.-2とFig.-3と比較する時ナ
イロン平織が繊維自体の吸漁性及放漁性共少いに拘らずFig.-2で透腸率の割合大となっている
のは直通気孔面積の大である協と考えられる．この事よりやはり直通気孔面積の多少炉透腸性には
最も影響が大である事炉示されているものと思われる.
　　（2）相対場度の透場率への影響
　硫酸溶液の比重を所定のものと,する事によりデシケーター坤の相対漁度を300Cで80％，60％，
･40％と変化さし，前実験と同様の試料にて透腸率の測定を行っす二．．結果はFig.-4に示す通.りで
ある．デシケーターの開閉による温度回復は２～３分であっ北．水蒸気圧の差が透腸率に大いに影
響のある事は分っ了こ炉必ずしも比例的な関係があるという事は断定出来ない／
　４　　　　　　　高知大学学術研究報告　第３倦第39号
　　（3）温摩の透無牟への影響　　　　　　　　　　　ヽ　　．　ダ
　相対濃度100％にてデシケークー中の温度を30°Ｃ と5°Cに変化さし透漁卒を測定し7こ．=結果は
Fig.-5に示しす二．肯30°Ｃの場合の絶対濃度は30.4g/m', 5°Cの場合6.8g/m3である．結局前実
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Fig.-4　相対流炭の透流卒への影響
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Fig.- 5　温度の透僥辛への影響
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験と同様水蒸気圧の差によるものと考えられるが大体夏季の平均温度，參季の平均温度とにより如
何に異なるか知る埓に行つ了こ.5°Ｃの低温の場合が直通気孔のみの透漁であるか否かは瞼討を加え
なければ断定が出来ない.　　　　　　　　　　　　　．
　　（４）織ｂ方の透倍率への影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．
　繊維材料を木綿と一定しその織り方を変えすこ６種の試料.（前記Ｂ群）につきやはり 100%, 30°Ｃ’
にて透温の測定を行つ7こ．結果*> Fig.-6に示され7こ．メリヤス，晒はその直通気孔面積の大な
る事，ちヽゞみ織は蒸発面積の大である織ｂ方の利から何れも透漁力の大なる事炉推察される．朱子
織がその厚さが一番小七あるに拘らす透温の小である事はこの織り方は交錯点少く糸炉平滑に並ん
でいるが，その埓直通気孔より不定形似孔が多く然も咤れ炉含気性,‘圧縮性のものであり，又蒸発
面積炉小である事によｂ放温能力の劣る事炉この結果を生じ7こものと思われる．メリヤス，ネル，
綾織等厚さ炉相当に大である事からとの範囲内であれば厚さの影響よりもむしろ直通気孔面積，蒸
発面積の大小炉影響を兵える事･が多いという事が推察される．
?????
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Fig. - 6　織り方の透漁卒への影響
　　　　　　　　　　(100％300C)
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　(1) m物の透湯性に関兵するものでその
影響の最も大であるのはその直通気孔面積
でおる．その埓夏季の衣服地はなるべく密
度の小で有孔性の織物を用いるか衣服型式
で開口部を多くすべきである.
　（2）他の条件を全部一定にし7こ場合は繊
維の吸湯性の大なるもの炉そめ透湯性に影
９を及ぼす事が大であるが同一繊維に於て
はその蒸発条件のよいもの炉透湯性を有効
にする．両方を比較すれば吸湯性よりも放
漁性の方が透湯には重要な条件と言う事が
出来る.
　（3）厚さの影響はある限度まではあまり
大きくはない．むしろ前記の２条件がこの
影響をなない隠す事炉ある.
　（４）透湯性をよくする埓には両面の水蒸
気圧の差を大にする事である．最も有効な
のは一方の風圧を加え飽和水蒸気の移動を
速やかにする事である．
　本実験犀関して本校大庭教授の御援助を
深く感謝致します．
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